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緒　言

日本では一年のうちに春，夏，秋，冬と 4つの
季節を迎えることができる．そして人々は，生活
空間の様々な事物を四季に応じて変化させ，心地
よいうるおいのある生活を得ようとしている．色
についても同様に，季節のイメージで色の季節感
を表現させ，四季の変化を楽しんでいる．中村氏
によれば，現在の 20歳前後の若者は，春に桜を
イメージしてピンクを，夏に海をイメージして青
を，秋に紅葉をイメージして茶を，冬に雪をイメー
ジして白を選択することから，季節を代表する自
然の色を季節の色としてイメージしていることが
判明している1）．また，女子大生の季節による色
彩嗜好の検討でも，色に対する季節のイメージ差
が見られている2）．

一方，人間の目は 10万色以上の識別能力を持
ち，測色器などによる光学的分類では 100万色以
上の分類が可能である3）．現在ではこのような色
が PC画面上で様々に作成され，CG映像などの
表現力を大きく向上させている．特に近年では，
漫画やイラスト，広告パンフレットなど様々な視
覚的表現の多くに画面上の色を用いている．PC
画面上の色については，その画面上のセンサーの
開発4）が見られる一方で，画面上での色調分析な
ども行われている5）6）．
本研究では，PC画面上における色の季節感を
調べることを目的とし，色光の三原色である赤，
緑，青を用いて，それぞれに春，夏，秋，冬の色
の季節感を定量的に評価することを試みた．三原
色それぞれの季節感の比較は，計量心理学の手法
の一つであるサーストンの一対比較法を用いた．
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Summary
The purpose of this study is to investigate seasonal feelings of the three primary colors in PC display. We 

made eight samples which changed R/G/B value of three primary colors on PC display. Subjects evaluated 
the seasonal feelings of the three primary colors by using the method of paired comparisons of Thurston. 
Then we constructed the scales of the seasonal feelings for three colors in the four seasons by Thurston meth-
od （case V）.

From the result of this experiment, we found that the scale value of the most vivid color seemed to feel the 
summer, and the scale value of the second-darkest color was felt to the winter. The seasonal feeling in spring / 
autumn was different between three colors. Furthermore, we estimated that the subjects couldn’t feel seasonal 
feelings of the color with less than 25 chroma, and didn't judge the seasonal feeling of the color of around 75 
chroma.
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赤，緑，青のそれぞれに，目で見て差のわかる色
段階をコンピュータ上で作成し，それらを一対に
したものを比較判定させた．判定は同じ色の試料
間で，「どちらがより春と感じるか」のように判定
させた．そして，サーストンのケースV7）を用いて，
赤，緑，青のそれぞれに季節感の尺度化を行い，
季節感を定量的に現し，L＊a＊b＊表色系による彩
度との関係を調べた．

実験方法

色光の三原色である赤，緑，青について，春，夏，
秋，冬の各季節における色の季節感を数量的に現
すために，サーストンの一対比較法を用いた尺度
構成を行った．被験者は，色覚異常のない 19～
22歳までの女子学生 126名を対象とし，平成 21
年 7月 13日～7月 21日に実験を実施した．
1．環境条件
実験場所は，武庫川女子大学日下記念マルチメ
ディア館 7・8階のコンピュータ実習室を使用し
た．ブラインドを閉めて遮光を行える場所を設定
し，同じ使用年数の PC（Windows）を利用した．
実験時の照度は約 800Lxであり，実験室の環境
温度は 20～25度であった．
2．実験使用色
色光の三原色である R（赤），G（緑），B（青）
を基本色として取り挙げた．今回は PC画面上で
「Adobe Photoshop」を利用して，赤を基調とした
色は RGB表色系の Gと Bの値を 0にしたまま，
Rの値だけを変化させて 8種類の色（それぞれを
R1・R2・R3・R4・R5・R6・R7・R8とする）を作
成し試料とした．
この時，この 8種類の色は 256色環境の最小値
～最大値（0～255）を均等に分割した値（31，63，

95，127，159，191，223，255）を利用した．同様
に，緑 8種類（G1・G2・G3・G4・G5・G6・G7・
G8），青 8種類（B1・B2・B3・B4・B5・B6・B7・
B8）の色，合計 24色を作成した．Fig. 1は用いた
色試料である．
3．呈示試料
一対比較の試料として，「Adobe Photoshop」を
利用し，赤ならば R1～R8の 8色から 2色をラン
ダムに一対にした呈示試料を作成した．同様に緑
はG1～G8の 8色を，青はB1～B8の 8色を利用し，
各色 28種，これを 4季節，合計 336種の呈示試
料を作成した．また，この呈示試料は灰色（R：208，
G：206，B：203）の背景（縦 19.5cm×横 27cm）の
上に，色シート（一辺 8cmの正方形）のペアを横に
並べるように作成した．Fig. 2に呈示試料の一例
を示した．

A B

Fig.  2.  呈示試料の一例

4．実験手順
① 使用する PCのディスプレイの明るさを統一
する．
② 「Adobe photoshop」を用いて，赤，緑，青と
もそれぞれ対になった呈示試料データ（計 84
試料）を読み込む．
③ 呈示試料に対して判定してもらう季節を教示
する．例えば，「どちらがより夏と感じるか
答えて下さい．」である．
④ 赤，緑，青のランダムに作成された呈示試料
について，被験者は画面操作をしながら，「A
（左）」または「B（右）」の比較判定を行う．
⑤  1季節に対して 3色の判定が終了したら，別
の季節に対応したデータを読み込み，同様
に判定を実行させる．この時，被験者の色
の感覚が鈍るのを抑えるため，各季節が終
了するたびに，被験者の判断で適当な休息
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Fig.  1.  実験使用色
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を入れさせた．また，判定時間の目安として，
サンプル 1枚につき約 15秒以内で判定して
もらうようにした．

実験結果及び考察

1．被験者の判定に対する一意性の検討 8）

被験者が首尾一貫した判定をしているかどう
か，一意性の検討を行った．
被験者の一対比較の結果の一例を Table 1に示
す．Table 1の，R2の行・R1の列の「1」は，R2の
方をR1よりその季節らしいと感じたことを表す．
したがって，R1の方を R2よりもその季節らし
くないと感じたこととなり，R1の行 R2の列に
は何も記入しない．

Table 1.  一対比較の結果例〈春の赤〉の場合
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 計＝αi

R1 － 1 1＝α1

R2 1 － 1 1 1 1＝α2

R3 1 1 － 1 1 1 1 1＝α3

R4 1 1 1 － 1 1 1 1 1＝α4

R5 1 1 － 1 1 1 1＝α5

R6 1 － 1 1 1＝α6

R7 － 1 1＝α7

R8 1 － 1＝α8

Table 1を元に，まず被験者ごとに次式（1）によ
り一巡三角形の個数 dを算出した．

k

∑
i＝ 1

αi（αi－1） （1）d＝1 k（k－1）（k－2）－1
6 2

kは試料数であり，d＝1となった．
次いで，次式（2）で一意性係数ζを求めた．

ζ＝1－ 24d  （2）k 3－4k

ζ＝0.915となり，判定が首尾一貫していると
いえる．さらに，被験者の判定の一意性について
統計的検定を行った．次式（3）・（4）により，自由
度 fカイ自乗値を求め，カイ自乗検定を行った．

f＝ k（k－1）（k－2） （3）（k－4）2

χ0
2＝ 8 k（k－1）（k－2）－d＋1 ＋f （4）k－4 24 2

自由度 f＝21，カイ自乗値χ0
2＝48となり，カ

イ自乗分布表9）より，有意水準 5%で Table 1の被
験者の判定は首尾一貫しているといえる．これを

被験者全員の判定に行った結果，Table 2に示す
ように，判定が首尾一貫している被験者は各季節・
各色共に 100名以上であった．

Table 2.  被験者の判定に対する一意性の検討結果
被験者数
（人）

一意性の有無
無し（人） 有り（人）

春
赤 126 15 111
緑 126 16 110
青 126 19 107

夏
赤 122 11 111
緑 122 17 105
青 122 15 107

秋
赤 122 15 107
緑 122 17 105
青 122 22 100

冬
赤 119 16 103
緑 119 16 103
青 119 18 101

2．被験者間の判定の一致性の検討 8）

有効となった被験者間の判定の一致性を調べる
ために，一致性の検討を行った．

1．で有効となった被験者の判定結果を集計し
た結果の一例を Table 3に示す．Table 3は赤の呈
示試料を被験者に見てもらい，より春と感じる色
を判定してもらった結果である．
この表には，iよりも jが春と感じた人数が記
入してある．例えば，R1と R2を対にした場合に，
R1の方が春と感じる人は 8人で R2の方が春と
感じる人は 103人であることを示す．

Table 3.  〈春の赤〉の実験結果
i       j R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 合計

R1 8 7 10 4 6 7 9 51
R2 103 9 6 9 9 7 14 157
R3 104 102 4 10 8 12 18 258
R4 101 105 107 16 9 25 29 392
R5 107 102 101 95 18 27 32 482
R6 105 102 103 102 93 28 35 568
R7 104 104 99 86 84 83 43 603
R8 102 97 93 82 79 76 68 597

Table 3より，次式（5）によって Σ値を求めた．
ただし，nは有効被験者数，kは各色の試料数で
あり，χijは Riと R jを比較したとき，Riの方をよ
りその季節らしいと感じたと判定した人数である．

∑
j＞ i
χij

2－n∑
j＞ i
χij  （5）Σ＝（n

2）（ k
2）＋
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Table 3の場合は，Σ＝133,736となった．そして，
有効被験者数 111人の判定の一致性をみるため
に，次式（6）によって一致性係数 uを求めた．

u＝
2Σ

－1 （6）（n
2）（k

2）
Table 3の場合，u＝0.565で一致性は不確かで
ある．そこで，被験者間の判定が一致しているか
どうか，次式で自由度 fとカイ自乗値χ0

2を求め
てカイ自乗検定を行った．

f＝（k
2）n（n－1） （7）（n－2）2

χ0
2＝ 4 Σ－1（n

2）（k
2）n－3  （8）n－2 2 n－2

式（7）・（8）より，f＝28.775，χ0
2＝1800.005 と

なり，カイ自乗分布表9）より，有意水準 1%でこ
の例の判定は一致していると言える．同様に検定
した全ての結果を Table 4に示す．

Table 4.   各季節・色における被験者間の判定の一致性
の検定結果
春 夏 秋 冬

赤 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

緑 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊      *：5%水準
青 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊：1%水準

＊，＊＊は各々 5%水準，1%水準で判定に有意
差が見られたことを表す．即ち，各季節・各色全
てにおいて，有意水準 1%で被験者間の判定に一
致性がみられた．
3．サーストンのケース Vによる尺度化
赤，緑，青の試料の各季節の季節感を数量的に
表すために，サーストンのケース Vを用いて，
尺度構成を行った．尺度構成することにより，各
色間の季節感の差の程度を数量化（間隔尺度化）す
ることができる．例として先に示した Table 3か
ら出現比率を求め，標準正規分布表10）を用いて標
準得点を求め，各色の標準得点の合計を試料数で
除した値を尺度値とした．尺度化した結果の例と
して〈春の赤〉の結果を Table 5に示した．
なお，求めた尺度値を検定した結果，5%水準
で有意差が認められ，尺度値は有効であることが
わかった．
得られた尺度値を各色と季節ごとに配置する
と，以下の図（Fig. 3～Fig. 5）のようになった．図
は，よりその季節らしいという色はプラス（右）側

春 R1 R2 R3 R4 R5 R8 R6 R7

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

夏 R1R2 R4R3 R5 R6 R7 R8

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

秋 R8 R7 R1R6 R5R2R3R4

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

冬 R8 R7 R6 R5 R4 R1 R3 R2

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

Fig.  3.  〈赤〉の尺度値配置結果

Fig.  4.  〈緑〉の尺度値配置結果

春 G1 G2 G3 G4 G5 G8G6 G7

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

夏 G1G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

秋 G8 G7 G6 G1G5 G4 G2 G3

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

冬 G8 G7 G6 G5 G1G3G4 G2

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

Fig.  5.  〈青〉の尺度値配置結果

春 B1 B2 B3 B4 B5B6 B7 B8

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

夏B1 B2 B3B4 B5 B6 B7 B8

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

秋 B8B7B6B1 B5B4 B2 B3

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

冬 B8 B7 B6 B5 B1B4 B3 B2

－2.0 －1.5 －1.0 －0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

Table 5.  〈春の赤〉の尺度値
R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 計 尺度値

R1 －1.46－1.53－1.34－1.80－1.61－1.53－1.40 －10.67 －1.33
R2 1.46 －1.40－1.61－1.40－1.40－1.53－1.15 －7.02 －0.88
R3 1.53 1.40 －1.80－1.34－1.46－1.24－0.99 －3.90 －0.49
R4 1.34 1.61 1.80 －1.06－1.40－0.76－0.64 0.89 0.11
R5 1.80 1.40 1.34 1.06 －0.99－0.70－0.56 3.36 0.42
R6 1.61 1.40 1.46 1.40 0.99 －0.67－0.48 5.70 0.71
R7 1.53 1.53 1.24 0.76 0.70 0.67 －0.29 6.13 0.77
R8 1.40 1.15 0.99 0.64 0.56 0.48 0.29 5.50 0.69
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に，よりその季節らしくないと判定した色はマイ
ナス（左）側に，どちらとも判定しない色はゼロ（中
心）付近に配置されている．

Fig. 3～Fig. 5のいずれの色も，春・夏は明度・
彩度が高くなると，よりその季節の色と判定し，
秋・冬では，明度・彩度が低くなるとよりその季
節の色と判定するようである．
サーストンのケースⅤで得られた尺度値から，
季節別・色別の変化を見た．赤，緑，青の色にお
いて，季節毎に見た明度・彩度の低い 2色と高い
2色の変化を Fig. 6に示した．
これらの結果より，春・夏には明度・彩度の高
い色が，秋・冬には明度・彩度の低い色がその季
節を表す色と判定されることが明らかである．こ
のことは，一般に春・夏の季節では明度・彩度が
高い色がその季節を表し，逆に秋・冬では明度・
彩度共に低いものが選択されることと一致してい
る．

さらに，各色における尺度値の一覧を Table 6
に示す．表中，特色のあるものを次の色で表した．
紫色は最もその季節を表すと判定した色を，薄紫
色はその次にその季節を表すと判定した色を，灰
色は最もその季節を表さないと判定した色を，黄
色はどちらともいえないと判定した色を表してい
る．

Table 6より，黄色で示した明度・彩度が中間
の色はあまり季節を感じさせない色であることが
わかる．また，春・夏・秋においては，最もその
季節を表す色とその色より 1段階くすんだ色がそ
の季節の色と判定されることがわかった．逆に，
冬においては，最もその季節を表す色とその色よ
り 1段階鮮やかな色が選択されている．
ここで，各色で明度・彩度が最も低い色に着目
した．これらの色は，春・夏では，最もその季節
を感じさせない色であるが，秋・冬では，どちら
とも判定できない色となっており，明度・彩度が
低すぎて判定できない色と推測される．

Table 6.  各色における尺度値
季節 色 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
春 －1.33 －0.88 －0.49 0.11 0.42 0.71 0.77 0.69
夏 －1.16 －1.12 －0.80 －0.93 0.09 0.47 1.71 1.74
秋 －0.31 0.60 0.91 0.94 0.56 －0.20 －0.92 －1.57
冬 0.48 0.94 0.67 0.41 0.25 －0.38 －0.83 －1.54

季節 色 G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8
春 －1.44 －1.06 －0.29 0.08 0.57 0.76 0.77 0.61
夏 －1.29 －1.10 －0.67 －0.15 0.34 0.68 0.97 1.22
秋 0.13 0.88 1.01 0.62 0.20 －0.38 －1.01 －1.47
冬 0.85 1.20 0.93 0.97 －0.33 －0.59 －1.33 －1.71

季節 色 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8
春 －1.64 －1.13 －0.44 －0.06 0.57 0.66 1.00 1.04
夏 －1.88 －1.41 －0.70 －0.52 0.11 1.18 1.20 2.02
秋 －0.69 0.53 0.80 0.31 0.17 －0.81 －0.82 －1.10
冬 0.44 0.87 0.84 0.52 0.09 －0.32 －0.94 －1.49

次に，上記のように得られた尺度値と色の属性
である彩度との関係を検討した．彩度は，L＊a＊b＊

表色値から算出した．Table 7は，今回使用した
試料各色の RGB値から変換した L＊a＊b＊表色値
を示した．これらの値は，以下の式（9）・（10）・（11）
で算出される．

L＊＝0.940R＋ 1.621G＋ 0.456B （9）
a＊      ＝1.033R－ 1.621G＋ 1.327B （10）
b＊   ＝1.306R＋ 1.633G－ 2.250B （11）

Fig.  6.  季節毎に見る〈赤〉〈緑〉〈青〉の尺度値変化
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Table 7.  各色における L＊a＊b＊表色値
赤の L＊a＊b＊値 緑の L＊a＊b＊値 青の L＊a＊b＊値

色番 L＊ a＊ b＊ 色番 L＊ a＊ b＊ 色番 L＊ a＊ b＊

R1 3 12 4 G1 9 －17 13 B1 1 5  －17
R2 10 30 16 G2 22 －29 29 B2 3 17  －38
R3 18 39 28 G3 34 －38 39 B3 6 33  －54
R4 26 48 39 G4 46 －47 48 B4 11 41  －67
R5 33 57 48 G5 57 －56 57 B5 16 48  －79
R6 41 65 56 G6 68 －64 65 B6 21 55  －90
R7 48 73 63 G7 78 －72 73 B7 25 62 －101
R8 54 81 70 G8 88 －79 81 B8 30 68 －112

これら L＊a＊b＊表色値から，次式（12）により彩
度（C＊）を求めた．

 （12）C＊＝ （a＊）2＋（b＊）2

彩度と季節感尺度値の関係を示したのが Fig. 7
である．Fig. 7より，赤，緑，青いずれの色も彩
度が 100以上になると春・夏を感じる色となり，
秋は彩度約 55～65で，冬は彩度約 30～40で最も
その季節を感じる色になると思われる．（ 部）
また，彩度 75前後では季節を感じない色である
と考えられる．（ 部）そして，先に示したように，
秋・冬ではいずれの色も彩度が最も低い色は季節
を判定できない色となった．（ 部）

要　約

本研究では PC画面上の三原色の季節感に着目
した．一般に多くの色について，より鮮やかな色
が春・夏を，よりくすんだ色が秋・冬を表すと言
われるが，本研究の結果，赤，緑，青全ての色に
おいて，夏は最も鮮やかな色が，冬は最もくすん
だ色より 1段階鮮やかな色がその季節を感じる色
であることが明らかになった．しかし春，秋では，
色によって季節感に差が見られた．赤・緑で春を
感じる色は，最も鮮やかな色より 1段階くすんだ
色であったが，青では，最も鮮やかな色であった．
また，緑・青で秋を感じる色は，最もくすんだ色
より 3段階鮮やかな色であったが，赤では，最も
くすんだ色より 4段階鮮やかな色となった．
さらに，各色の彩度 75付近の色は，季節感を
感じない色と推測された．また，秋・冬において
は，最もくすんだ色は季節感の判定ができない色
であると思われる．
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